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各　　　位

（コード番号：9025　東証第一部）

TEL　03-3575-5753

　当社は、インド現地法人JOSHI KONOIKE TRANSPORT & INFRASTRUCTURE PVT.LTD. が、在インド日本国大使館から、

鉄道コンテナ輸送事業推進によるモーダルシフトの取り組みを評価され、「ブルー・スカイ協力（Japan’s Blue Sky Initiatives）」

の認定を受けました。

　つきましては、本日添付のニュースリリースを行いましたので、お知らせいたします。 

以　　上

経営企画本部本部長　　　　　　 佐 藤 隆 夫

　　　　

会 社 名 鴻池運輸株式会社

代 表 者 名 代表取締役兼社長執行役員　　鴻 池 忠 彦

問 合 せ 先 常務執行役員

「当社現地法人JKTIが『ブルー・スカイ協力』に認定」に関するお知らせ「当社現地法人JKTIが『ブルー・スカイ協力』に認定」に関するお知らせ「当社現地法人JKTIが『ブルー・スカイ協力』に認定」に関するお知らせ「当社現地法人JKTIが『ブルー・スカイ協力』に認定」に関するお知らせ
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鴻池運輸株式会社(本社：大阪市 中央区、代表取締役兼社⻑執⾏役員 鴻池 忠彦)のインド現地法

人 JOSHI KONOIKE TRANSPORT & INFRASTRUCTURE PVT.LTD. (以下「JKTI」、所在地：インド・
ニューデリー)が、在インド日本国大使館から、鉄道コンテナ輸送事業推進によるモーダルシフトの
取り組みを評価され、「ブルー・スカイ協⼒（Japan’s Blue Sky Initiatives）※」の認定を受けまし
た。 ※2018 年 5 月 16 日付「ブルー・スカイ協⼒リスト」に掲載 http://www.in.emb-japan.go.jp/files/000365927.pdf 

 
ブルー・スカイ協⼒は、日本の官⺠がインドで実施する大気汚染改善に資する取り組みのパッケー

ジです。 ※2018 年 1 月 24 日在インド日本国大使館発表「在インド日本国大使館がブルー・スカイ協⼒をスタート」 

http://www.in.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000520.html 

 
JKTI は、鴻池運輸と Associated Container Terminals Limited（以下「ACTL」、本社：インド・

ニューデリー、代表者 Rajesh Rajan Joshi)が合弁で 2016 年 10 月にインドに設⽴※1、翌年 3 月よ
り鉄道コンテナ輸送事業 (CTO※2)を開始した会社で、今春には自社専用のコンテナ積載用⾞両（台
⾞）2 編成（45 両／1 編成）も完成※3、今後さらに追加投入する予定で、事業を拡充させています。           

※1  2016 年 8 月 10 日発表 

http://v4.eir-parts.net/v4Contents/View.aspx?template=announcement&sid=39331&code=9025 

および http://v4.eir-parts.net/v4Contents/View.aspx?cat=tdnet&sid=1394664 

※2 CTO（コンテナ・トレイン・オペレーター） 
※3 2018 年 5 月 25 日発表 
http://v4.eir-parts.net/v4Contents/View.aspx?cat=tdnet&sid=1592892 

 
KONOIKEグループは、広い視野に⽴って、地球規模での環境保全の大切さを認識し、経済社会の

持続可能な発展に寄与するため、全社を挙げて、環境問題に取り組んでいます。今後も、ESG経営を

推進する中で、環境保全にもさらに積極的に取り組んでまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2018 年 6 月 11 日 
鴻池運輸株式会社 

 

「クリーン・インディア」に貢献 在インド日本国大使館主導の大気汚染改善活動 

当社現地法人 JKTI が「ブルー・スカイ協⼒」に認定 
鉄道コンテナ輸送事業のモーダルシフト推進を評価 

 

ニュースリリース 

（報道関係者様お問合せ先）鴻池運輸㈱ 岩切、古屋、竺原 tel:03-3575-5753 
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■JKTI の概要 
JKTI は、主に ACTL ICD（インランド・コンテナ・デポ）を拠点に以下の「ワンストップサービス」 
を提供しています。 

1.国際複合一貫輸送サービス（海上コンテナ輸送＋鉄道コンテナ輸送） 
2.ACTL ICD ではコンテナ受け渡しの他に下記付帯サービスをご提供 

   ①輸出入通関 ②コンテナのバンニング・デバンニング ③保管(特に輸入保税貨物の保管) 
   ④定温コンテナの取り扱い ⑤混載貨物の集荷およびコンテナ化 

※使用為替レート １INR＝1.63 円（平成 30 年 5 月 10 日現在）   

 
■ACTL の概要 

※使用為替レート １INR＝1.63円（平成30年5月10日現在） 
 

■鴻池運輸㈱の概要 
 

商号 鴻池運輸株式会社 ※東証 1 部 代表者 代表取締役兼社⻑執⾏役員 鴻池 忠彦 
大阪本社 大阪市中央区伏⾒町 4-3-9 東京本社 東京都中央区銀座6-10-1 
創業 1880（明治 13）年 5 月 会社設⽴ 1945（昭和20）年5月30日 

資本⾦ 1,710百万円(2018年3月31日現在) 従業員数 
約24,000名（連結） 
(2018年3月31日現在) 
※臨時雇用者数を含む 

売上高 276,761百万円（連結、18年3月期） 営業利益 11,067百万円（連結、18年3月期） 

事業内容 
⽣産⼯程サービス、一般物流サービス、国際物流サービス、医療関連サービス、 
ファッション&アパレルサービス、空港関連サービス、定温物流サービス、 
環境関連サービス、エンジニアリングサービス、エコエネルギーサービス 

 

商号 Joshi Konoike Transport & Infrastructure Pvt. Ltd. 

代表者 
Hitendra Joshi 
（Managing Director） 

設⽴ 2016年10月7日 

本社所在地 M-26, Main Market, Greater Kailash - Ⅱ,New Delhi – 110048, India  

資本⾦ 230,000千INR(約3億75百万円※) 決算期 3月31日 

出資⽐率 
当社 51%  
Associated Container Terminals Limited 49% 

事業内容 鉄道コンテナ輸送事業 

商号 Associated Container Terminals Limited 
代表者 Rajesh Rajan Joshi 設⽴ 1992年10月22日 

本社所在地 
M-26, Main Market, Greater Kailash - Ⅱ, 
New Delhi – 110048, India《ICD（インランド・コンテナ・デポ）》 
ICD, Sector – 59,Faridabad, Haryana -121004, India 

資本⾦ 120,316千INR(約1億96百万円※) 決算期 3月31日 
事業内容 ICD(インランド・コンテナ・デポ)運営 


